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（
詳
細
は
四
面
に
掲
載
）

　

私
は
犬
山
に
生
ま
れ
育
ち
、
実
家
の
部
屋

の
窓
か
ら
は
、
犬
山
城
、
犬
山
成
田
山
を
眺

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
親
戚
や
友
人
が
訪

れ
た
際
は
、
犬
山
城
に
行
き
、
成
田
山
へ
参

拝
に
行
く
の
が
自
慢
の
お
決
り
コ
ー
ス
で
し

た
。
小
学
生
の
頃
の
夏
休
み
、
夕
方
に
な
る

と
浴
衣
に
着
替
え
、
近
所
の
友
達
と
盆
踊
り

に
成
田
山
へ
、
大
み
そ
か
は
除
夜
の
鐘
を
聞

き
な
が
ら
、
家
族
で
成
田
山
か
ら
ぐ
る
り
と

犬
山
の
神
社
仏
閣
を
初
詣
し
て
お
り
ま
し

た
。
結
婚
し
て
か
ら
は
、
ご
縁
が
あ
っ
て
成

田
山
の
門
前
町
内
に
居
を
構
え
、
家
の
窓
か

ら
成
田
山
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
絶
好
の

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
堪
能
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
私
は
、
犬
山
ま
ち
づ
く
り
株

式
会
社
で
、
ま
ち
起
こ
し
の
仕
事
に
十
数
年

従
事
し
て
お
り
ま
す
。会
社
の
事
業
内
容
は
、

空
き
家
空
き
店
舗
事
業
・
駐
車
場
事
業
・
朝

市
事
業
な
ど
で
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
会
社
は
、
か
つ
て
賑
わ
い
の

あ
っ
た
犬
山
城
下
町
が
、
時
代
の
変
化
に
よ

り
活
気
が
な
く
な
っ
て
い
た
平
成
十
五
年
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
会
社
の
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
て
「
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
・
歩
い
て
巡

る
ま
ち
」
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ち
に
は
、
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
国
宝
犬
山

城
を
中
心
と
し
て
、
日
本
庭
園
有
楽
苑
、
国

宝
茶
室
如
庵
、
そ
し
て
風
光
明
媚
な
木
曽
川

と
、
さ
ら
に
四
月
に
は
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
犬
山
祭
が
あ
り

ま
す
。
犬
山
に
は
、
昔
の
町
並
み
を
復
元
し

た
カ
タ
チ
だ
け
の
伝
統
・
文
化
で
は
な
く
、

本
物
が
存
在
し
て
い
る
の
で
す
。

　

十
数
年
前
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
で
あ
っ
た
犬
山

城
下
町
が
今
は
か
つ
て
の
賑
わ
い
を
取
り
戻

し
、
休
日
に
は
観
光
客
で
あ
ふ
れ
、
活
気
に

満
ち
て
い
ま
す
。
電
柱
が
地
中
化
さ
れ
、
江

戸
の
町
割
り
が
そ
の
ま
ま
残
る
広
い
空
の

下
、
地
域
住
民
、
友
人
、
家
族
連
れ
が
歴
史
・

文
化
を
語
ら
い
な
が
ら
、
美
味
し
い
も
の
を

頬
張
り
、楽
し
そ
う
に
散
策
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
「
楽
し
か
っ
た
！
」
の
言
葉
が

私
の
日
々
の
励
み
で
す
。

　

ま
ち
に
は
、
ま
だ
失
わ
れ
て
い
な
い
「
大

切
な
も
の
」
が
残
っ
て
い
ま
す
。
今
も
昔
も

変
わ
ら
な
い
山
河
、
そ
し
て
西
東
に
そ
び
え

立
つ
犬
山
城
と
成
田
山
、
情
緒
あ
ふ
れ
る
犬

山
城
下
町
と
様
々
な
テ
ー
マ
パ
ー
ク
。さ
あ
、

歩
い
て
巡
る
ま
ち
犬
山
に
是
非
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
。
き
っ
と
素
敵
な
発
見
が
あ
り
ま

す
よ
！

魅
力
あ
ふ
れ
る
犬
山

服
部
多
賀
子

第
六
十
七
回
成
田
山
学
童
写
生
大
会
表
彰
式

『
成
田
山
明
王
賞
』
を
受
賞
さ
れ
た
西
川
直
希
さ
ん

　
　
　
　
　

＝
六
月
五
日
、
信
徒
会
館
一
階
ホ
ー
ル

犬
山
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社

事
務
局
長

全
国
安
全
週
間

特
別
祈
願
会

七
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
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六
月
五
日
午
前
十
時
よ
り
、
信

徒
会
館
一
階
ホ
ー
ル
に
て
「
第

六
十
七
回
成
田
山
学
童
写
生
大

会
」
の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

小
豆
畑
法
教
部
長
の
挨
拶
に
続

き
、
審
査
員
滝
滋
先
生
の
講
評
の

後
、
成
田
山
明
王
賞
を
受
賞
さ
れ

た
西
川
直
希
さ
ん
【
写
真
一
面
】

は
じ
め
、
入
賞
者
に
賞
状
と
記
念

品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
、
入
選
の
作
品
は
五
日
か

ら
十
二
日
ま
で
信
徒
会
館
一
階

ホ
ー
ル
及
び
本
堂
渡
り
廊
下
に
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

六
月
四
日
午
後
二
時
よ
り
、
お

子
様
の
疳か

ん

の
虫
を
封
じ
、
健
や
か

な
成
長
を
祈
願
す
る
子
育
祈
願

『
虫
封
じ
祈
願
会
』
が
厳
修
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
勢
の
お
子
様
と
そ
の
ご
家
族

が
訪
れ
、
本
堂
に
て
大
護
摩
供
を

参
拝
さ
れ
、
お
子
様
の
健
や
か
な

成
長
を
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
後
堂
に
て
お
加
持
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

六
月
下
旬
、
大
相
撲
時
津
風
部

屋
の
力
士
一
同
が
名
古
屋
場
所
宿

舎
と
な
る
当
山
に
来
山
さ
れ
ま
し

た
。

　

名
古
屋
場
所
は
七
月
十
日
か
ら

二
十
四
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

正
代
関
、
豊
山
関
は
じ
め
、
当
部

屋
力
士
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

青
葉
ま
つ
り

青
葉
ま
つ
り

青
葉
ま
つ
り

宗
祖
弘
法
大
師
・
中
興
興こ

う
ぎ
ょ
う教

大
師

盂
蘭
盆
会
法
要

献
灯
会

◆
日　
　

時　

八
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　

午
後
一
時
三
十
分
よ
り

◆
供
養
塔
婆

　
　
　

笹
塔
婆
（
48
㎝
）
二
千
円
以
上

　
　
　

五
尺
塔
婆
（
150
㎝
）
三
千
円
以
上

　
　
　

六
尺
塔
婆
（
180
㎝
）
五
千
円
以
上

　
供
養
塔
婆
、
献
灯
、
お
供
物
等
の
お
申
し

込
み
は
総
受
付
に
て
承
っ
て
お
り
ま
す
。

ご先祖さま　年に一度の里帰り

五
尺
塔
婆

◆
日　

時　

八
月
十
三
日
〜
十
六
日

　
　
　

午
後
五
時
〜
九
時
ま
で
点
灯

◆
献
灯
料　

三
千
円
以
上

◆
笹
塔
婆　

二
千
円
以
上

本
年
は
弘
法
堂
改
修
工
事
中
の
た
め
、
献
灯
は

弘
法
堂
回
廊
に
は
お
祀
り
で
き
ま
せ
ん
。
堂
庭

外
周
に
は
例
年
通
り
お
祀
り
い
た
し
ま
す
。

ご
生
誕
慶
祝
法
要
厳
修

時
津
風
部
屋
来
山

大
相
撲
名
古
屋
場
所

学
童
写
生
大
会
表
彰
式
開
催

第67回

子こ
そ
だ
て育
祈
願

虫
封
じ
祈
願
会

開
創
七
十
周
年

　

来
る
令
和
五
年
、
当
山
は
開
創
七
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
同

年
は
宗
祖
弘
法
大
師
ご
生
誕
一
二
五
〇
年
と
な
る
記
念
の
年
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
二
大
勝
縁
に
あ
た
り
当
山
で
は
、
弘
法
堂
改
修
工
事

（
屋
根
修
繕
及
び
銅
板
屋
根
葺
替
え
工
事
、
内
外
装
改
修
工
事
）
並

び
に
境
内
各
所
整
備
の
諸
事
業
を
発
願
致
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

ご
信
徒
各
位
に
は
こ
の
趣
意
に
ご
理
解
ご
賛
同
賜
り
、
格
段
の
ご

信
助
を
頂
き
た
く
、
こ
こ
に
謹
ん
で
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
、
奉
賛
金　
　

一
口　

一
万
円
以
上

　

一
、
銅　

板　
　

一
口　

二
千
円
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
田
山
名
古
屋
別
院

記
念
事
業
奉
賛
の
お
願
い

◆
現
在
、
弘
法
堂
は
改
修
工
事
の
た
め
、
階
下
「
霊
雲
閣
」
を

　
お
参
り
下
さ
い
。

◆
毎
月
二
十
一
日
の
「
ほ
う
ろ
く
灸
」
は
当
面
中
止
し
ま
す
。

◆
工
事
中
は
ご
信
徒
皆
様
に
色
々
と
ご
不
便
ご
迷
惑
を
お
掛
け

　
い
た
し
ま
す
が
、
何
卒
ご
了
解
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

六
月
十
五
日
か
ら
十
七
日
ま

で
、
宗
祖
弘
法
大
師
、
並
び
に
中

興
の
祖
、
興
教
大
師
の
ご
生
誕
を

お
祝
い
す
る
青
葉
ま
つ
り
が
厳
修

さ
れ
ま
し
た
。

　

弘
法
大
師
は
宝
亀
五
年

（
七
七
四
）
六
月
十
五
日
に
お
生

ま
れ
に
な
り
、
興
教
大
師
は
嘉
保

二
年
（
一
〇
九
五
）
六
月
十
七
日

に
お
生
ま
れ
に
な
り
ま
し
た
。
青

葉
が
美
し
い
こ
の
時
期
に
ご
生
誕

慶
祝
法
要
を
お
勤
め
す
る
こ
と
か

ら
、「
青
葉
ま
つ
り
」
と
称
さ
れ

ま
す
。

　

十
五
日
は
午
前
十
時
よ
り
弘
法

大
師
ご
生
誕
慶
祝
法
要
が
、 

十
七

日
は
午
前
十
時
よ
り
興
教
大
師
ご

生
誕
慶
祝
法
要
が
厳
修
さ
れ
ま
し

た
。
本
年
は
弘
法
堂
改
修
中
の
た

め
、
弘
法
堂
階
下
「
霊
雲
閣
」
に

て
、
山
内
僧
侶
の
み
に
よ
り
営
ま

れ
ま
し
た
。
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五
月
二
十
八
日
、
犬
山
一
心
支

部
（
支
部
長
＝
川
村
武
志
氏
）
の

総
登
山
を
兼
ね
た
支
部
総
会
が
犬

山
成
田
山
信
徒
会
館
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

川
村
支
部
長
の
挨
拶
後
、
令
和

三
年
度
の
事
業
報
告
、
会
計
報
告

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
本
堂

に
て
大
護
摩
供
を
参
拝
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
諸
願
成
就
を
祈
願
さ
れ
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　

松
浦
記

　

六
月
二
日
、
真
言
宗
智
山
派

管
長
・
総
本
山
智
積
院
化
主
第

七
十
二
世
布
施
浄
慧
猊
下
御
戒
師

の
も
と
、
名
古
屋
市
吹
上
ホ
ー
ル

に
て
奉
修
さ
れ
た
発
心
式
に
、
索

の
会
会
員
十
三
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
「
発
心
式
」
は
自
身
の
内
に
あ

る
円
満
な
心
を
感
じ
、
仏
さ
ま
と

自
分
が
一
体
で
あ
る
こ
と
に
気
づ

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
ら
か
な
・

穏
や
か
な
心
を
得
る
た
め
の
儀
式

で
す
。

　

御
戒
師
よ
り「
仏
道
へ
の
心
得
」

「
拝
む
こ
と
の
意
味
」「
拝
み
方
」

等
を
ご
教
示
い
た
だ
き
、
ま
た
生

き
る
指
針
と
な
る
教
え
「
授
戒
の

文
」
を
大
勢
の
僧
侶
と
共
に
お
唱

え
し
、
意
義
あ
る
ひ
と
と
き
を
過

ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。
田
尻
記

岩
倉
市　
　

舩　

橋　
　

和　

彦

扶
桑
町　
　

宮　

崎　
　

愛　

子

犬
山
市　
　

㈱
岡
田
ガ
ラ
ス

名
古
屋
市　

稲　

垣　
　

勝　

也

春
日
井
市　

須　

藤　
　

好　

明

御
嵩
町　
　

小　

林　
　

江
利
子

豊
山
町　
　

服　

部　
　

正　

樹

　

〃　
　
　

服　

部　
　

か
お
り

一
宮
市　
　

中　

村　
　

茉
莉
実

名
古
屋
市　

奥　

田　
　

順　

也
　

六
月
十
二
日
、
各
務
原
市
緑
陽

中
学
校
剣
道
部
々
員
及
び
関
係
者

が
参
拝
さ
れ
、
各
務
原
市
中
体
連

剣
道
大
会
・
地
区
大
会
を
目
前
に

控
え
必
勝
祈
願
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
、
同
剣
道
部
は
岐
阜
県
大

会
で
優
勝
、
続
け
て
神
奈
川
県
で

開
催
さ
れ
た
全
国
中
学
校
剣
道
大

会
に
出
場
さ
れ
る
な
ど
好
成
績
を

収
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
大
会
に
向
け
て
の
午

前
の
部
活
を
終
え
て
の
ご
来
山

と
な
り
、「
昨
年
の
先
輩
方
に
続

い
て
更
に
良
い
結
果
を
目
指
し
、

チ
ー
ム
が
一
つ
に
な
っ
て
頑
張
っ

て
い
こ
う
」
と
主
将
の
ご
発
声
に

よ
り
、
部
員
一
同
気
持
ち
を
高
め

ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

六
月
十
三
日
、
川
上
貞
奴
女
史

が
貞
照
寺
を
創
建
さ
れ
る
前
に
暮

ら
し
た
邸
宅
、
文
化
の
み
ち
二
葉

館
（
名
古
屋
市
東
区
）
の
緒
方
館

長
様
、
関
係
者
様
が
研
修
を
兼
ね

て
ご
来
山
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
午
前
に
貞
照
寺
向
か
い

の
別
邸
「
萬
松
園
」
を
見
学
さ
れ
、

午
後
か
ら
の
参
拝
と
な
り
山
門
、

本
堂
、
縁
起
館
と
僧
侶
の
案
内
に

も
と
拝
観
さ
れ
ま
し
た
。

◆
幟

犬
山
市　
　

和　

田　
　

美
佐
子

美
濃
加
茂
市　

吉　

田　
　

美
奈
子

恵
那
市　
　

安　

田　
　

祐　

介

　

〃　
　
　

安　

田　
　

冨
志
子

◆
銅
板

各
務
原
市　

乾　
　
　
　

怜　

子

羽
島
市　
　

藤　

田　
　

敦　

子

名
古
屋
市　

福　

上　
　

芳　

司

江
南
市　
　

岡　

本　
　

美　

豊

丹
羽
郡　
　

是　

松　
　

恵
美
子

名
古
屋
市　

浅　

井　
　

利　

子

　

〃　
　
　

浅　

井　
　

麻　

記

◆
大
ロ
ー
ソ
ク

奈
良
県　
　

藤　

本　
　

祐　

介

　

〃　
　
　

藤　

本　
　

絵
里
香

名
古
屋
市　

安　

達　
　

優　

仁

貞
照
寺
だ
よ
り

〒 509-0123
各務原市鵜沼宝積寺町 5-189
電話　(058)384-0202

成田山貞照寺 （
順
不
同
敬
称
略
）

奉
納
者
芳
名

２
月
４
日
～
３
月
12
日

支
部
総
会
開
催

ー

犬
山
一
心
支
部
ー

索
の
会

新
入
会
員
芳
名

文
化
の
み
ち
二
葉
館

ス
タ
ッ
フ
研
修
に
て
来
山

諸芸上達・所願成就

当山ではご信徒皆様が安全に参拝できる
よう、以下の対策を実施しております。

当山の新型コロナウイルス感染防止対策

◆受付窓口へのビニールガード設置
◆アルコール消毒液の設置
◆受付職員のマスク着用
◆諸堂の換気の徹底
◆本堂参拝者への検温
◆本堂参拝者の入堂人数制限

ご参拝の際は、マスク着用、手指消毒
など感染予防にご協力お願いいたしま
す。また、体調がすぐれない時はご参
拝をお控え下さい。

◆日　時　7月 18 日（祝）
　　　　　10 時半　諸芸上達大護摩供
　　　　　11 時　　奉納コンサート
◆出　演　名倉　絵里子（歌手）

貞奴女史ご生誕記念

名倉さんは歌手と
して東海地方を中
心に活躍されてい
ます。そのかたわ
らイベント・ブラ
イダルの司会、ビ
ジネスマナーの講
師、書道家として
も活動されていま
す。

奉納コンサート

真
言
宗
智
山
派
東
海
教
区

檀
信
徒
教
化
大
会

「
発
心
式
」
に
参
加

緑
陽
中
学
校
剣
道
部

　
　

必
勝
祈
願
参
拝

各
務
原
市
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西
春
日
井
郡　

服　

部　
　

正　

樹

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

岩
倉
市　
　

ソ
ノ
ケ
ミ
カ
ル

各
務
原
市　

伊　

藤　
　

久　

代

多
治
見
市　

早　

川　
　
　
　

勇

一
宮
市　
　

牧　

野　
　

悦　

子

岐
阜
市　
　

各　

務　
　

雅　

博

名
古
屋
市　

宮　

澤　
　

保　

雄

　

〃　
　
　

金
寳
堂
は
り
灸
院 

　
　
　
　
　
　
　
　

寳
田　

一
男

安
八
郡　
　

末　

松　
　

一　

六

加
茂
郡　
　

伊　

藤　
　

晴　

代

　

〃　
　
　

伊　

藤　
　

安　

子

名
古
屋
市　

深　

川　
　

晃　

代

岐
阜
市　
　

塚　

本　
　

田
佳
夫

名
古
屋
市　

井　

上　
　

英　

子

　

〃　
　
　

神　

谷　
　

和　

見

山
県
市 

　

鈴　

木　
　
　
　

博

名
古
屋
市　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

瑞
穂
市　
　

丸
門
建
設
㈱

羽
島
市　
　

丸
門
運
輸
㈱

名
古
屋
市　

㈱
Ｔ
Ｋ
Ｂ

東
近
江
市　

滋
賀
丸
門
運
輸
㈱

名
古
屋
市　

山
﨑
製
パ
ン
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

名
古
屋
工
場

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

春
日
井
市　

周　

防　
　

保
治
郎

恵
那
市　
　

成
田
山
明
智
大
教
会

岐
阜
市　
　
㈱
ハ
ー
ト
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

正
村　

直
美

名
古
屋
市　

㈱
東
海
工
作
所

尾
張
旭
市　

名　

和　
　

秀　

高

稲
沢
市　
　

青　

木　
　

美
津
志

豊
明
市　
　

近　

藤　
　

正　

子

各
務
原
市　

奥
田
ス
チ
ー
ル
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

奥
田
太
一
郎

成
田
市　
　

米
屋
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

諸
岡　

靖
彦

名
古
屋
市　

㈲
ア
イ
ゼ
ン
リ
ン
グ

中
三
　
長
屋
　
安
咲

中
二
　
成
瀬
　
蒼
琉

小
三
　
成
瀬
　
莉
恩

【
評
】
線
質
は
美
し
く
の
び
の
び
と
か

け
て
い
ま
す
。

【
評
】
一
点
一
画
す
べ
て
に
力
を
こ
め

て
書
け
て
い
て
元
気
な
作
品
で
す
。

【
評
】
紙
一
面
に
大
き
く
か
け
て

い
て
の
び
の
び
と
か
け
ま
し
た
。

五
月
の
大
護
摩
供

　
　

修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

五
月
の
登
山
講
社

紙
上
書
道
展

７月の成田山行事

◆全国安全週間特別祈願会　　　
　　　　　1日～ 7日　本堂
◆ご詠歌講習会　15 日
　　午後 1時　信徒会館 3階
◆写経会　28 日　信徒会館 3階

五　

月

五
月
の
自
動
車
特
別

ご
祈
祷
修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

　
七
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
「
全
国
安
全
週
間
」
に

併
せ
、
職
域
安
全
・
工
場
安
全
・
災
害
防
止
・
業
績
向

上
を
祈
願
す
る
特
別
祈
願
会
を
厳
修
い
た
し
ま
す
。

◆
期
間

　
七
月
一
日
〜
七
日

◆
祈
祷
時
刻

　
七
時
　
九
時
　
十
一
時

　
十
三
時
　
十
五
時

◆
祈
祷
料

　
五
千
円
　
一
万
円

　
二
万
円
　
三
万
円
以
上

全
国
安
全
週
間

　

特
別
祈
願
会行事は中止または内容が変更となる場合が

ございます。最新情報はホームページ、境
内掲示、お電話にてご確認お願い致します。

「
編
集
室
よ
り
」
は
紙
面
の

都
合
上
、休
載
い
た
し
ま
す
。

銅
板
志
納
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

開
創
七
十
周
年
記
念
事
業

お不動さまの御
ご

縁
えん に ち

日
　　毎月 1日、15日、28日

奉
納
御
礼

自動車祈祷殿 紅白落雁 一対

港トラック成田講様　㈱エムエフエス様
      （小牧市）
正面参道本堂前吹流し

名
古
屋
市　

名
古
屋
成
田
講

　

〃　
　
　

成
田
山
港
名
古
屋
講

　

〃　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

　

〃　
　
　

成
田
山
金
山
橋
講

山
県
市　
　

成
田
山
岐
北
月
参
講

羽
島
市　
　

成
田
山
霊
観
不
動
教
会

恵
那
市　
　

成
田
山
明
智
大
教
会

◆
索
の
会　

名
古
屋
成
田
講
支
部

　
　
　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
支
部

　
　
　
　
　

港
名
古
屋
講
支
部

　
　
　
　
　

金
山
橋
講
支
部

　
　
　
　
　

岐
北
月
参
講
支
部

　
　
　
　
　

聖
道
支
部

　
　
　
　
　

犬
山
一
心
支
部

　

成
田
山
索
の
会
丹
羽
支
部
顧

問
・
前
扶
桑
町
長　

江
戸
満
氏
が

五
月
十
三
日
、逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

告
別
式
は
五
月
十
六
日
、
シ
オ
ン

犬
山
会
館
に
て
営
ま
れ
ま
し
た
。

喪
主
は
水
野
優
子
さ
ん
。

お
く
や
み

氏

江
戸
　
満


